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１．六ヶ所再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況

〇当社は、原子力発電所の運転に伴い発生した使用済燃料を再処理するために、日本原燃㈱の六ヶ所再処理
工場（青森県）に搬出することを基本方針としています。

○日本原燃㈱は、六ヶ所再処理工場の詳細設計にあたる設計及び工事の計画の変更認可（設工認）申請に
ついて、2026年６月８日の審査会合で一通りの説明を終えました。

〇日本原燃㈱は、第２回設工認申請に係るこれまでの審査を踏まえた補正書の準備や運用を定める保安規
定の認可に向けた対応、使用前確認の準備等を進めているところです。

〇当社は六ヶ所再処理工場のしゅん工に向け、引き続き、日本原燃㈱を全面的に支援してまいります。

２０２７年度２０２６年度２０２５年度項 目

（1）設工認の説明

（2）検 査

（3）保安規定

（4）工 事

操業運転

第２回設工認

使用前事業者検査、使用前確認

▽しゅん工

重大事故等対処訓練
保安規定と並行説明

新設設備と既設設備の連結工事

安全性向上対策工事

溶液・廃液処理運転開始▽
せん断開始▽

操業

計画

実績

凡例

（2026年６月18日 使用済燃料対策推進協議会資料を基に作成）

再処理工場の設工認の説明、検査、保安規定、工事の各項目における計画に対する状況は以下の通りです。

再処理工場のしゅん工に向けた進捗状況 （2026年6月8日時点）



２．おわりに

2

〇当社は、使用済燃料を再処理工場に搬出するまでの間、一時的に発電所内で使用済燃料を安

全に貯蔵管理してまいります。

○その一環として、安全最優先で乾式貯蔵施設の設置工事を進めるとともに、使用済燃料貯蔵

対策に万全を期してまいります。
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玄海原子力発電所の使用済燃料貯蔵対策の概要

〇当社は、原子力発電所の運転に伴い発生した使用済燃料を再処理するために、日本原燃の
六ヶ所再処理工場に搬出することを基本方針としており、搬出するまでの間、貯蔵余裕の確保
や運用性の向上などを目的に使用済燃料貯蔵対策に取り組んでいます。

【使用済燃料貯蔵対策】

・使用済燃料プールの貯蔵容量を増やす工事であるリラッキング （貯蔵能力の増加）

⇒玄海３号機において、使用済燃料を収納するラックセル（収納棚）の間隔を狭めて、
使用済燃料プールの貯蔵容量を増やす工事（リラッキング）実施しました。

・使用済燃料プールの共用化および使用済燃料の構内輸送 （貯蔵体数の平準化）

⇒玄海３，４号機に貯蔵している使用済燃料の平準化を図るため、玄海３，４号機の使用済
燃料プールの共用化を行い、適宜、使用済燃料の構内輸送を行っています。

・乾式貯蔵施設の設置 （貯蔵の信頼性および運用性の向上）

⇒燃料を金属製の貯蔵容器（キャスク）に収納し、専用の建屋に貯蔵する乾式貯蔵施設を
発電所の敷地内に設置することとしており、貯蔵容器は、燃料の冷却に水や電気を使わず、
空気の自然対流（換気）で冷却します。

・高燃焼度燃料の導入（使用済燃料発生量の低減）

⇒玄海４号機において、現在使用している燃料より長期間使用でき、定期検査時に取り替える
燃料を減らすことができる高燃焼度燃料を、2028年度を目途に導入することとしており、
原子炉内で使用する燃料が全て高燃焼度燃料となれば、１回の定期検査で発生する使用済
燃料の発生量が１割程度減少（約70体 ⇒ 約60体）します。
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